







法的な用法な物言い 一 「不十分終止」用法注1 ーといった表現性を有しながら使用され統け
ている。





c そうじてそれがしハ、 人の行なといふ所ヘハゆきと上、 又ミなといふものハミた
い、此ぶすハちとミたい事でハないか （祝本「ぶす」）
d 実盛心は猛けれども、 老武者立L、 手は負う2、 二人の敵をあひしらはうとする









(2) a 路次すがら付合をして、付たらは松を取るまい上、 ゑ付ずは松をとらふ
（虎明本「ふじまつ」）
b 御世に御出でなされたらば、 おれもじゃ／＼馬に乗らう上、其時はそちも乗物に









d 若づる がでる上、 七こしがで る.1.‘ 七里がでる.1. ‘ 扇屋のかたうたがでる
（通g総籠
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終止」として使用されることが知られるが、そうした中にあって、 シ ク活用形容詞の 「不十
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2. 室町期以降に於ける形容詞終止形の使用状況
室町期の口語資料である「天草版平家物語」に於ける「一シ」語尾形容詞の使用状況をみ






(4) a こ>は山も西上、 谷も速上、 四方は岩石ぢやほどに、 捐手へもたやすうはよもま
はらじ、 （天草版平家物語・165)
b 浄妙に力をつけうとて、 つづいて戦うたが、橋の行桁は茎且上、 通らうやうは全
上、 浄妙が甲の手先に手をおいて、 （天草版平家物語・127)
c 法皇もおん涙を流せられ、 おほせくださるる旨も全上、 少将も涙にむせぴ、 申し
あげらるる旨もござなかった． （天草版平家物語・ 36)
d 西王母が三干歳も昔語り で、 今は全上o東方朔が九千歳も名のみ残って、姿はな
い、 これが普知識のもとゐでござると言うて （天草版平家物語・314)
e 田も立上、 畠も全上、村も立上、 畑も立上、 おのづから人はあれども、 言ふこと
ばも開き知らず、 （天草版平家物語•84)
次にシク活用形容詞「ーシ」語尾の使用状況を見てみることにしよう。 シク活用形容詞の
「ーシ」語尾は、(5 a)の「恋し」、(5 b)の「正し」 が見られる。
(5) a 三位の中将北の方のお文よりも、若君、 姫君の蛮上、蛮上と密かれたをみて、
（天草版平家物語・290)































(6 a ) の「おそろしし」にO しては 「不十分終止」用法ではなさそうで
あるが
、






































































d この世の人は、 男は女にあふこと を主、 女は男にあふことをす
。
（竹取物語）
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（源氏物語・若菜上）
(8) a 公助二走リ懸リテ打ムト為）に二、 公助ハ若ク盛追、 父敦行ハ八十余ノ者座、 公助逃
ムニ追ヒ可付クモ非ズ。 （今昔物語梨・巻19 · 26) 
b 糸強々シ気二月無気二責メ云フニ、女、 且ハ怖シキ者ノ心不破ラジト墨ュ、且ハ角
生テ疎マシケレド、 国王態卜然力可有シトテ遣タレバ、終二怖々型人ノ云フ事二随
ヒヌ。 （今昔物語集・巻5 · 4) 
c 年来我二挑ミ競テ、勝）レル時モ有リユ劣ル時モ有テ年来ヲ過ツルハ、 此レ必ズ只人
ニハ非ジ。 （今昔物語集・巻14 · 40) 
d 月来二成ニケレバ、任ハ畢互、 此テノミllJ有ルキ事ニモ非ネバ、 上ナムト云程二
（今昔物語集・巻24 · 42) 
(9) a 「•••されども思ひたつならば、 そこに知らせずしてはあるまじきぞ。夜もふけ空、
いざや寝ん」と宜へば・・・ （平家物語・小宰柑身投）
b 同廿三日の暁、 宮は、「此寺ばかりではかなふまじ。山門は心がはりし2、南都は
いま だ参らず。 後日になッてはあしかりなん」とて、 三井寺をいでさせ給ひて、
南都へいらせおはします。 （平家物語・大衆揃）





(10) a 返しせねば情けなし、 えせざらむ人は、 はしたなからむ （源氏物語・帯木）
b いみじう暑き昼中に、いかなるわざをせむと、扇の風も竺ゑ上．、氷水に手をひたし、
もてさわぐほどに、 （枕草子）
c 其ガ此テ宿ノ内二候ヘパ、 掻去ムト恩ヒ1炭ヘドモ、 姻ハカハ嬰之、 可掻去様モ元
レバ•••此テ骰テ候フ石也 （今昔物語集・巻26 · 13) 
d つはものども、「くらさはふ立上、 いかがせんずる」と口々に申しければ、 九郎御
曹司、「例の大だい松はいかに」。 土肥二郎、「さる事候」とて、小野原の在家に火
をぞかけたりける。 （平家物語・三草合戦）
e 大の男の鎧培ながら、 馬より舟へがはと飛ぴ乗らうに、 なじかはよかるべき。舟
はちひさし、 くるりとふみかへしてンげり。 （平家物語・落足）
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(11) a 「……」と高やかに首ふを、 聞きすぐさむもと上旦上、 しばし休らふぺきに、 は









(12) a 風は旦立上上、 火もとはひとつなりけれども、吹きまよふ風に、多くの伽藍に吹
きかけたり。 （平家物語・奈良炎上）
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(-）ーはー用首の終止形
（二）ーはーなり





















(14) a 取モ直サスカニナタヽシヽ。タヽトラセムモ極テ嗚呼ナリ。 （草案集）




































(16) a 其後大小乗ノ経ヲ結集スル。 （今昔物語集・巻4 · 1) 
b 而ルfllJ貸キ思エ聞工高ク成互生。 （今昔物語集・巻14 · 34) 
さらに、(17)のように、前期で「ーは（も）一古典語終止形」で為されていた形式が「一
(9) - 65 -
は（も） 一古典語連体形」へと転ずる様 相がうかがえる。
(17) a 姐ノ云ク
「 … 此歴所ハ倉共ノ跡二候ヒケル。 …」 （今昔物語集・巻26 · 3) 




















































(11) - 63 -
